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原子炉の固有の安全性（自己制御性）

原子力・エネルギー図面集

ウラン238が中性子を
あまり吸収しなくなる

●減速材の温度効果（密度効果）
水の密度が下がって中性子が減速されなくなるので
ウラン235に吸収される中性子の割合が減る

水の密度が上がって
中性子が減速される

放っておいても安全（安定）

ある出力状態
[出力小の状態]　　　　[出力大の状態] [出力小の状態]　　　　[出力大の状態]

ある出力状態

放っておくとどちらかに移動（不安定）

核分裂が
増える

温度が
上がる

核分裂
が減る

温度が
下がる

自己制御性あり 自己制御性なし

●燃料のドップラー効果
ウラン238が中性子を
たくさん吸収する


